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21世紀の森と広場の千駄堀池松戸市にある公園で湿地帯や森
林など広大な自然があります｡東京ドーム1]個分の広さがあるそうです｡ひろびろとし
た芝生広場､千駄掘池にある自然観察舎､散策路も整備されています｡道路(主要
地方道51号)が公園中央を貫通し､公園の谷を越える大きなアーチ橘がﾗﾝドマーク
になっています。 （写真.文七里）

「
市
民
と
野
党
の
共
闘

」
の
力
で
総
選
挙
勝
利

．
政
権
交
代
を
！

寧
轤
箪
磯
灘

先
の
都
議
選
。
日
本
共
産
党
は

１
９
議
席
へ
と
前
進
、
立
憲
民
主
党

も
１
５
議
席
に
躍
進
し
ま
し
た
。
一

方
、
自
民
・
公
明
は
、
目
標
と
し
て

い
た
過
半
数
に
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
勝
利
の
要
因
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
等
の
政
策
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
重
要
な
一
つ

に
、
日
本
共
産
党
や
立
憲
民
主
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
野
党
共
闘
が
あ
り

ま
す
。
両
党
を
中
心
に
、
共
闘
候

補
は
１
３
選
挙
区
で
勝
利
。
自
民
．

千葉県｢版｣編集部
連絡先七里一司

電話･I砥X

047-314-8714

公
明
を
追
い
詰
め
る
大
き
な
力
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
総
選
挙
に
向
け
た

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
発
展
の

大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。
立

憲
民
主
の
安
住
淳
氏
は
、
共
闘
に

つ
い
て
「
如
実
に
成
果
が
出
た
」
と

評
価
。
「
野
党
が
一
つ
に
な
っ
て
固

ま
れ
ば
、
政
権
交
代
が
現
実
味
を

増
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
「
山
本
先
生
は
、

我
が
国
の
行
く
末
を
案
じ
、
昭
和

初
期
の
日
本
社
会
の
あ
り
方
に
常

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
ま
し
た
。

山
本
先
生
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
今
、
脈
々
と

日
本
共
産
党
に
受
け
継
が
れ
て
お

り
ま
す
。
」
と
あ
り
ま
し
た
。
な
ん

と
い
う
他
党
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
で
し
ょ

学

（

Ｊ

／

０

●

Ｉ

・

（
次
ぺ
ｌ
ジ
に
つ
づ
く
）

そ
の
安
住
淳
氏
が
委
員
長
を
務

め
る
立
憲
民
主
党
の
国
会
対
策
委

員
会
が
、
今
年
３
月
５
日
の
山
宣
の

墓
前
祭
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
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７
月
は
、
千
葉
市
支
部
が
、
「
入

会
の
訴
え
」
等
で
３
名
、
松
戸
・
鎌
ヶ

谷
支
部
が
、
県
本
部
女
性
部
主
催

の
「
講
演
会
」
参
加
者
に
入
会
を
訴

え
て
２
名
、
あ
わ
せ
て
５
名
の
入
会

者
を
迎
え
ま
し
た
。
退
会
さ
れ
た

が
３
名
お
ら
れ
ま
す
の
で
先
月
よ

り
２
名
増
と
な
り
、
会
員
到
達
は

４
４
４
名
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
は
、

７
月
４
日
以
降
に
返
送
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
で
す
。
コ
ロ
ナ
と
暑
さ

の
中
で
の
署
名
集
め
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

国
会
請
願
署
名
夏
季
募
金

１
６
万
円
寄
せ
ら
れ
る

署
名
到
達
は
、４
８
６
筆
６
８
名
の
方
々
か
ら
夏
季
募
金
１

６
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ

次
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
は
、
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
盟
員
拡
大

会
員
到
達
は
、

２
名
増
の
４
４
４
名

（
前
・
ヘ
ー
ジ
の
つ
づ
き
）
生
の
厳
冬
に
凛
と
し
て
立
ち
上
が

続
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
「
自
民
党
る
姿
に
思
い
を
お
こ
し
、
自
ら
を
奮

の
一
党
支
配
が
事
実
上
固
定
化
し
、
い
立
た
せ
て
大
衆
の
た
め
に
闘
う
こ

大
衆
の
声
な
き
声
が
届
か
な
い
」
と
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と

指
摘
。
「
い
ま
こ
そ
、
野
党
と
市
民
続
き
、
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

が
結
集
し
、
山
本
先
生
が
望
ん
で
い

た
大
衆
の
た
め
の
政
治
、
貧
し
き
も
そ
う
い
え
ば
、
昨
年
の
日
本
共
産

の
や
決
し
て
省
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
党
第
２
８
回
大
会
で
、
来
賓
あ
い
さ

い
人
に
光
を
当
て
る
た
め
の
政
治
つ
し
た
安
住
淳
氏
は
、
山
宣
の
事

を
実
現
す
る
た
め
、
政
権
交
代
を
績
に
ふ
れ
て
、
こ
の
山
宣
の
言
葉
が

実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
書
か
れ
た
書
を
、
日
本
共
産
党
穀

弓
山
宣
ひ
と
り
孤
塁
を
守
る
だ
田
国
会
対
策
委
員
長
経
由
で
譲
り

が
私
は
淋
し
く
な
い
背
後
に
は
大
受
け
、
議
員
会
館
の
自
室
に
飾
っ
て

衆
が
支
持
し
て
ゐ
る
か
ら
』
こ
の
先
あ
る
と
紹
介
し
、
大
き
な
感
動
を

７
月
２
０
日
、
第
３
回
県
本
部
理

事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
審
議
さ

れ
た
議
案
と
報
告
事
項
は
次
の
通

り
で
す
。

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

千
葉
県
本
部

事
務
局
か
ら

１
、
会
員
拡
大

▽
千
葉
市
支
部
で
は
、
入
会
の
お

－
１

、
７
月
４
日
、
印
西
市

山
田
喜
代
子
１
０
筆

、
７
月
１
３
日
、
船
橋
市

大
槻
美
次
６
筆

，
７
月
１
３
日
、

千
葉
市
支
部
１
０
５
筆

。
７
月
１
３
日
、

松
戸
・
鎌
ヶ
谷
支
部
２
４
筆

、
７
月
２
０
日
、
柏
市

藤
田
廣
登
１
０
筆

、
７
月
２
０
日
、

市
川
・
浦
安
支
部
８
４
筆

、
７
月
３
０
日
、
東
葛
支
部

増
田
基
幸
１
０
筆

誘
い
の
手
紙
と
申
込
書
を
送
っ
た

を
か
け
入
会
者
を
迎
え
る
。

方
々
に
声
か
け
を
し
て
い
く
。

▽
市
浦
支
部
は
、
「
種
ま
く
人
び
と
」
が
返
送
さ
れ
る
。

の
上
映
会
を
行
い
入
会
を
呼
び
か
▽
各
支
部
が
、
自
主
目
標
を
決
め

出
足
早
く
署
名
に
取
り
組
む
。

け
て
い
く
こ
と
を
計
画
。

（
次
ぺ
ｌ
ジ
に
つ
づ
く
）

▽
こ
う
し
た
各
支
部
の
取
組
み
と

と
も
に
、
会
員
が
知
人
・
友
人
に
声

■

（
前
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き
）

３
、
映
画
「
伊
藤
千
代
子
」
千
葉

県
実
行
委
員
会

▽
６
月
２
８
日
、
事
務
局
会
議
を

開
き
、
日
本
共
産
党
千
葉
県
委
員

会
に
映
画
成
功
の
た
め
の
協
力
要

請
を
し
、
そ
の
後
、
党
の
各
地
区
委

員
会
へ
「
伊
藤
千
代
子
」
の
学
習
会

開
催
へ
の
協
力
要
請
を
す
る
こ
と

を
決
め
る
。

▽
７
月
１
６
日
、
日
本
共
産
党
県

委
員
会
に
映
画
成
功
の
た
め
の
協

力
要
請
を
し
た
。
（
詳
し
く
は
、
本

紙
５
．
ヘ
ー
ジ
を
参
照
）

４
、
報
告
事
項

▽
７
月
７
日
、
松
鎌
支
部
が
「
再
出

発
総
会
」
を
開
く
。
（
詳
し
く
は
、

本
紙
４
．
ヘ
ー
ジ
を
参
照
）

▽
６
月
１
５
日
、
県
本
部
女
性
部

主
催
の
「
斉
藤
和
子
女
性
部
長
の

講
演
会
」
を
開
催
。
（
詳
し
く
は
、

本
紙
７
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

▽
第
３
１
回
全
国
女
性
交
流
集
会

（
１
０
月
２
４
日
～
２
５
日
）
は
、
県

本
部
か
ら
高
橋
妙
子
さ
ん
と
市
浦

と
千
葉
市
支
部
か
ら
各
１
名
の
３

名
を
派
遣
す
る
。

山
宣
の
「
厳
冬
に
凛
と
し
て
立
ち

上
が
る
姿
」
に
思
い
を
致
し
「
自
ら

を
奮
い
立
た
せ
て
大
衆
の
た
め
に

闘
う
」
。
な
ん
と
格
調
高
い
響
き
で

し
ょ
う
ｃ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
込
め
ら
れ

た
こ
の
思
い
、
リ
ス
。
ヘ
ク
ト
と
一
致

点
を
大
事
に
す
る
精
神
さ
え
あ
れ

ば
、
必
ず
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」

は
実
を
結
び
、
政
権
交
代
を
実
現

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

呼
び
ま
し
た
。

▽
６
月
２
９
日
、
房
総
の
い
し
ず
え

運
営
委
員
会
が
開
か
れ
、
県
本
部

か
ら
小
松
敦
事
務
局
長
が
参
加
。

▽
「
井
上
百
合
子
さ
ん
と
行
く

墓
参
。
ロ
ケ
地
訪
問
ツ
ア
ー
」
（
７
月

１
７
日
～
１
８
日
）
に
、
千
葉
か
ら

小
松
実
、
小
松
敦
、
吉
田
隆
寛
さ

ん
が
参
加
。
（
詳
し
く
は
、
本
紙
６
ペ

ー
ジ
を
参
照
）

▽
７
月
１
３
日
、
県
本
部
三
役
会

を
開
く
。
次
回
理
事
会
の
議
題
等

に
つ
い
て
審
議
。

▽
７
月
１
３
日
、
「
不
屈
」
発
送
。
参

加
者
は
、
渡
邉
喜
代
子
、
小
松
実
、

高
橋
妙
子
、
小
松
敦
、
七
里
一
司

の
各
氏
。

５
、
理
事
会
な
ど
の

今
後
の
日
程

▽
三
役
会
と
「
不
屈
」
発
送
は
、
８

月
１
２
日
（
木
）
、
９
月
１
０
日
（
金
）
。

▽
理
事
会
は
、
８
月
１
７
日
（
火
）
、

９
月
２
１
日
（
火
）
。

日
本
海
軍
が
特
別
攻
撃
隊
を
編

成
し
実
戦
投
入
に
ふ
み
切
っ
た
の

は
、
１
９
４
４
年
（
昭
和
１
９
）
１
０

月
２
５
日
、
水
上
戦
闘
の
レ
イ
テ
沖

海
戦
で
惨
敗
を
き
っ
し
た
直
後
で

し
た
。
２
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
爆
弾
を

搭
載
し
た
爆
装
零
戦
５
機
が
出
撃

し
全
員
が
戦
死
し
ま
し
た
◆
こ
の

後
、
海
軍
は
、
全
軍
特
攻
に
突
入
、

空
中
特
攻
、
水
中
特
攻
を
開
始
す

る
。
昭
和
天
皇
が
「
も
う
海
軍
に
ブ

ネ
は
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
そ
う
だ
。

陸
軍
も
同
様
の
空
中
特
攻
に
入
る

◆
人
間
爆
弾
に
は
敵
戦
闘
機
と
渡

り
合
う
機
銃
も
、
基
地
と
交
信
す

る
無
線
機
も
な
い
。
外
せ
る
も
の
は

す
べ
て
外
し
て
、
浮
か
し
た
重
量
分

の
爆
弾
を
積
み
こ
ん
で
敵
艦
に
体

当
た
り
す
る
の
で
あ
る
◆
特
攻
は

志
願
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
志
願

者
は
一
歩
前
へ
と
言
わ
れ
て
、
自
分

だ
け
出
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、

死
の
制
度
で
あ
っ
た
◆
二
度
と
再

び
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
侵
略

戦
争
に
組
み
込
ま
れ
加
担
さ
せ
ら

れ
た
悲
惨
な
歴
史
の
教
訓
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
（
七
）

房
総

’錘
－3－
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昨
年
３
月
に
松
戸
・
鎌
ヶ
谷
支
部

の
運
動
の
先
頭
に
立
ち
同
盟
運
動

を
け
ん
引
し
て
い
た
同
志
、
伊
藤
次

男
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
松
戸
・
鎌
ヶ

谷
支
部
は
事
実
上
休
眠
状
態
で
し

た
。
し
か
し
自
公
政
権
に
よ
る
国
政

私
物
化
が
極
ま
り
、
秘
密
保
護
法
、

共
謀
罪
、
そ
し
て
土
地
取
引
規
制

法
と
、
戦
前
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る

思
想
・
言
論
弾
圧
の
立
法
が
続
く

中
、
戦
前
・
戦
中
の
思
想
・
言
論
弾

圧
の
犠
牲
者
へ
の
謝
罪
と
名
誉
回
復

お
よ
び
損
害
賠
償
を
求
め
る
同
盟

の
必
要
性
と
存
在
意
義
は
ま
す
ま

す
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

松
戸
。
鎌
ヶ
谷
支
部

「
再
出
発
総
会
」
開
催

～
学
習
。
行
動
す
る

支
部
目
指
し
て
～

。

仮

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
Ｉ

伊
藤
千
代
子
の
生
涯
ｌ
」
を
成
功

さ
せ
る
千
葉
県
実
行
委
員
会
（
略
称

・
映
画
「
伊
藤
千
代
子
」
千
葉
県
実
行
委
員
会
）

は
、
７
月
１
６
日
、
県
内
５
０
カ
所
。

１
万
人
の
上
映
会
を
成
功
さ
せ
る

た
め
日
本
共
産
党
千
葉
県
委
員
会

を
訪
問
、
協
力
を
要
請
し
懇
談
し

ま
し
た
。

実
行
委
員
会
か
ら
は
、
小
松
実

委
員
長
、
吉
田
隆
寛
副
委
員
長
、

小
松
敦
事
務
局
長
、
渡
邉
喜
代
子

七
里
一
司
事
務
局
員
が
参
加
。
日

本
共
産
党
千
葉
県
委
員
会
か
ら
は

小
倉
忠
平
県
委
員
長
、
大
西
航
県

書
記
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

映
画
「
伊
藤
千
代
子
」

千
葉
県
実
行
委
員
会

県
内
５
０
ヵ
所
・
１
万
人
の

上
映
会
成
功
め
ざ
し

日
本
共
産
党

千
葉
県
委
員
会
に

協
力
を
要
請

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

松
戸
・
鎌
ヶ
谷
支
部
長

ミ
ー
ル
計
恵

そ
こ
で
松
戸
・
鎌
ヶ
谷
支
部
で
は
７

月
７
日
に
同
盟
第
一
回
総
会
（
再

出
発
）
を
行
い
、
新
支
部
長
に
私
、

ミ
ー
ル
計
恵
と
高
橋
妙
子
事
務
局

長
の
新
た
な
体
制
の
も
と
活
動
を

再
開
し
ま
し
た
。

私
は
支
部
長
と
な
り
、
身
に
余
る

重
責
で
す
。
し
か
し
戦
前
の
国
に
よ

る
思
想
。
言
論
の
弾
圧
へ
の
謝
罪
も

賠
償
も
な
い
ま
ま
戦
前
に
逆
戻
り

す
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
着
々

と
進
む
中
、
こ
れ
は
過
去
の
問
題
で

は
な
く
、
ま
さ
に
現
在
と
地
続
き
の

問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
な

く
し
て
今
の
政
治
の
ゆ
が
み
を
正
す

こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
て
い
た
の

で
喜
ん
で
引
き
受
け
ま
し
た
。

総
会
に
は
小
松
実
県
本
部
会
長

を
は
じ
め
、
小
松
敦
同
事
務
局
長
、

伊
藤
千
代
子
研
究
の
第
一
人
者
・

藤
田
廣
登
氏
を
迎
え
、
会
員
と
あ

わ
せ
１
３
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。初
め
に
小
松
実
会
長
よ
り
「
総
選

挙
勝
利
と
結
ん
で
同
盟
運
動
の
躍

進
を
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
小
松
会
長
は
「
み
な
さ
ん
と

小
松
実
委
員
長
は
、
「
私
た
ち
は
、

今
年
秋
か
ら
撮
影
を
開
始
し
、
２

０
２
２
年
３
月
に
完
成
を
予
定
し
て

る
映
画
『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
ｌ

伊
藤
千
代
子
の
生
涯
ｌ
』
を
県
内

５
０
カ
所
。
１
万
人
の
方
々
に
観
て

い
た
だ
こ
う
と
計
画
を
し
て
い
ま
す

。
桂
壮
三
郎
監
督
は
、
女
性
を
主

人
公
に
し
た
映
画
を
撮
り
た
い
と

左
か
ら
３
人
目
は
日
本
共
産
党
の
小
倉
忠
平
県

委
員
長
、
そ
の
右
隣
は
、
小
西
航
党
県
警
記
長
。

左
か
ら
実
行
委
員
会
の
小
松
敦
、
小
松
実
、
４
人

月
は
吉
田
隆
寛
、
渡
邊
喜
代
子
の
各
氏
。

戸

一

ー

感
動
を
共
有
し
た
い
」
と
、
今
年
３

月
の
山
宣
墓
前
祭
に
寄
せ
ら
れ
た

立
憲
民
主
党
国
会
対
策
委
員
会
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
最
も
感
動
す
る
部
分
は
次
の

通
り
で
す
。
「
山
本
先
生
は
、
我
が

国
の
行
く
末
を
案
じ
、
昭
和
初
期
の

日
本
社
会
の
あ
り
方
に
常
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
き
ま
し
た
。
山
本
先
生

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
今
、
脈
々
と
日
本
共
産

お
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
藤
田
廣
登
長
は
、
「
恩
師
・
土
屋
文
明
を
し
て

さ
ん
の
『
時
代
の
証
言
者
・
伊
藤
千
『
こ
こ
ろ
ざ
し
つ
っ
た
ふ
れ
し
を
と

代
子
』
に
出
会
っ
た
と
い
っ
て
お
り
め
よ
新
し
き
光
の
中
に
お
き
て
お

ま
し
た
。
ま
た
、
４
０
回
目
の
オ
ー
も
は
む
』
と
詠
わ
し
め
た
暗
黒
の
時

デ
シ
ョ
ン
で
や
っ
と
伊
藤
千
代
子
を
代
の
証
言
者
。
伊
藤
千
代
子
の
生

演
じ
る
井
上
百
合
子
さ
ん
に
出
会
涯
は
強
烈
な
存
在
感
が
あ
り
印
象

え
た
と
も
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
深
い
。
治
安
維
持
法
下
に
国
民
の

し
て
、
伊
藤
千
代
子
を
知
ら
な
い
幸
せ
を
願
い
反
戦
平
和
の
活
動
に

人
、
と
く
に
若
者
へ
、
伊
藤
千
代
子
青
春
を
捧
げ
た
彼
女
か
ら
学
ぶ
こ

の
生
き
た
時
代
を
、
理
解
し
千
代
と
は
多
い
。
千
代
子
の
生
き
た
時

子
の
生
き
方
へ
の
共
感
を
得
る
作
代
を
語
り
、
そ
の
闘
い
を
知
る
こ
と

品
に
し
た
い
と
語
っ
て
お
り
ま
す
。
に
よ
っ
て
、
い
ま
の
活
動
の
確
信
が

藤
田
さ
ん
は
、
来
年
は
日
本
共
産
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。
千
代
子
に

党
の
１
０
０
周
年
で
あ
り
、
ぜ
ひ
多
惚
れ
込
ん
で
と
り
く
め
ば
、
党
も

く
の
人
に
観
て
も
ら
い
た
い
と
い
つ
民
主
団
体
も
発
展
さ
せ
る
契
機
に

て
お
り
ま
す
。
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
党
の

そ
こ
で
日
本
共
産
党
千
葉
県
委
１
０
０
周
年
、
県
委
員
会
も
新
事

員
会
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
県
内
務
所
建
設
と
あ
わ
せ
文
化
面
で
も

す
み
ず
み
に
組
織
が
あ
る
党
の
力
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

を
お
か
り
し
た
い
の
で
す
。
９
月
中
と
語
り
、
「
映
画
の
取
組
み
を
県
委

に
は
、
県
内
９
つ
あ
る
地
区
委
員
員
会
の
方
針
に
い
れ
た
い
」
と
述
べ
、

会
と
も
懇
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
協
力
要
請
に
応
じ
ま
し
た
。

当
面
『
千
代
子
』
の
学
習
会
を
地
区

委
員
会
ご
と
に
組
織
し
、
そ
れ
を
懇
談
は
約
１
時
間
つ
づ
き
、
参
加

上
映
会
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
者
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
交
換
し
終

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
了
し
ま
し
た
。

援
を
頂
き
た
い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

（
文
・
七
里
一
司
）

こ
れ
を
う
け
て
小
倉
忠
平
委
員

識
演
す
る
小
松
実
千
葉
県
本
部
会
長

党
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
」

ま
さ
に
リ
ス
ペ
ク
ト
の
精
神
で
す
。

国
賠
同
盟
の
運
動
に
こ
そ
野
党
共

闘
の
原
動
力
が
あ
る
、
と
の
お
話
に

私
も
大
変
感
動
し
、
同
盟
運
動
の

今
日
的
意
義
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
２
０
２
１
年
度
の
活
動
方

針
、
体
制
な
ど
が
提
案
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
「
学
習
し
、
行
動
す
る
」
支

部
と
し
て
次
回
総
会
ま
で
に
会
員

を
５
０
名
に
（
現
在
３
８
名
）
、
署
名

は
県
の
６
０
０
０
筆
目
標
に
呼
応
し
、

来
年
５
月
ま
で
一
人
１
５
筆
に
取
組

み
、
支
部
と
し
て
７
５
０
筆
以
上
と

し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
来
年
春
に
は
治
安
維
持

法
犠
牲
者
「
伊
藤
千
代
子
」
の
映
画

『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
』
が
公
開

予
定
で
す
。
そ
の
完
成
と
普
及
に
全

力
を
傾
け
て
い
る
藤
田
氏
か
ら
も

熱
い
連
帯
の
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
１
０
０
周
年
を
伊

藤
千
代
子
の
映
画
の
成
功
と
松
戸
。

鎌
ヶ
谷
支
部
の
発
展
、
そ
し
て
野
党

連
合
政
権
の
誕
生
で
迎
え
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
私
も
全
力
を
尽
く

す
決
意
で
す
。

－5－ －4－
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桂
監
督
と
主
演
女
優
・
井
上
百

合
子
さ
ん
と
行
く
「
墓
参
・
ロ
ケ
地

ツ
ア
ー
」
が
７
月
１
７
日
か
ら
１
８
日

に
行
わ
れ
３
０
人
近
く
が
参
加
。

「
当
初
は
３
人
程
度
の
墓
参
を
考
え

て
い
た
が
、
周
り
の
熱
気
に
押
さ
れ

、
映
画
へ
の
関
心
や
期
待
の
強
さ
を

ス
タ
ッ
フ
一
同
感
じ
て
い
ま
す
」
と
桂

監
督
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

龍
雲
寺
霊
園
に
あ
る
千
代
子
の

墓
所
で
は
井
上
百
合
子
さ
ん
が
献

花
し
全
員
で
墓
参
。
高
さ
２
ｍ
、
底

辺
４
ｍ
の
顕
彰
碑
は
墓
所
の
す
ぐ
近

く
に
建
立
（
９
７
年
）
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
諏
訪
湖
畔
に
築
城
さ
れ
た
高
島

城
の
巨
木
や
門
扉
（
一
部
）
が
浅
野

映
画
。
伊
藤
千
代
子

「
墓
参
。
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー

」
に
参
加
し
て

７
月
１
７
日
（
上
）
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
、
治
安
維
持
法
国
賠

同
盟
千
葉
県
本
部
・
斉
縢
和
子
女
性

部
長
が
「
伊
藤
千
代
子
と
そ
の
時
代
」

と
題
し
て
講
演
し
、
伊
藤
千
代
子
の

映
画
を
現
代
に
上
映
す
る
意
義
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。

斉
藤
女
性
部
長
は
↑
は
じ
め
に
、

「
伊
藤
千
代
子
の
よ
う
に
絶
対
的
天

皇
制
権
力
に
よ
る
非
道
な
弾
圧
を
受

け
な
が
ら
、
侵
略
戦
争
反
対
、
自
由

と
民
主
主
義
に
た
っ
た
政
府
の
樹
立
、

人
権
を
守
る
国
を
目
指
し
、
行
動
し

た
先
人
た
ち
が
日
本
の
国
の
礎
に
な
っ

て
活
動
し
た
こ
と
が
、
戦
後
、
平
和
憲

法
の
成
立
に
直
結
し
て
お
り
、
私
た
ち

は
こ
の
こ
と
を
広
く
伝
え
な
け
れ
ば
な

治
安
維
持
法
千
葉
県
本
部

女
性
部
（
第
２
回
）
「
学
習
」
の

集
い
に
３
１
人
が
参
加
！

斉
藤
和
子
女
性
部
長
が
講
演

「
伊
藤
千
代
子
と
そ
の
時
代
」

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

千
葉
県
木
部
事
務
局
長

小
松
敦

治
安
維
持
法
国
賠
同
捌

千
葉
蝶
盆
部
女
性
部

率
務
局
長

高
橋
妙
子

晃
と
の
出
会
い
の
場
所
と
し
て
撮
影

さ
れ
る
こ
と
を
監
督
が
説
明
。

特
高
警
察
に
検
挙
さ
れ
拷
問
を

受
け
る
刑
務
所
の
独
房
は
、
市
民
の

運
動
で
遣
し
た
「
松
本
市
歴
史
の
里

」
に
移
築
さ
れ
た
旧
松
本
少
年
刑

務
所
独
房
舎
房
を
使
用
。
１
０
ｍ
以

上
も
あ
る
木
製
の
扉
を
見
た
だ
け

で
も
心
が
く
じ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

ら
な
い
。
戦
前
回
帰
へ
向
け
ウ
ソ
や
裡

造
で
ひ
た
走
る
安
倍
・
菅
政
権
の
暴
走

へ
の
痛
打
に
な
り
う
る
と
考
え
ま
す
。

日
本
国
民
が
侵
略
主
義
と
民
主
主

義
否
定
に
一
辺
倒
で
な
い
誇
る
べ
き
人

々
が
い
た
歴
史
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を

実
例
で
示
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」

と
語
り
ま
し
た
。

斉
藤
さ
ん
は
次
に
千
代
子
の
手
紙

を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
男
の
人
は
羨
ま
し
い
。
『
女
の
人
は

茎
ン
グ
ー
平
等
の
視
点
か
ら

龍
雲
寺
霊
園
の
伊
藤
千
代
子
の
墓
に
献
花
し

墓
参
す
る
井
上
百
合
子
さ
ん
と
参
加
者
の
み
一

な
さ
ん
。

縦
減
す
る
斉
藤
刷
子
蝶
本
部
女
性
部
長

Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｊ
ｌ
８
〃
画
１
３
８
１
１
Ｊ

６
月
頃
だ
っ
た
か
、
あ
ま
り
に
も

見
事
に
咲
い
て
い
た
も
の
で
撮
り
ま

し
た
。
ダ
リ
ア
で
す
。

ダ
リ
ア
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
長
崎
に
持
ち
込
ま
れ

た
の
が
、
日
本
へ
の
最
初
の
渡
来
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。

ダ
リ
ア
の
名
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

植
物
学
者
で
リ
ン
ネ
の
弟
子
で
あ
っ

た
ア
ン
デ
シ
ュ
・
ダ
ー
ル
に
ち
な
む
と

の
こ
と
。

和
名
は
、
花
の
形
が
ボ
タ
ン
に
似

気
の
毒
』
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。
．
．
。
・
良
妻
賢
母
に
育
て
上
げ

よ
う
と
小
学
校
か
ら
し
て
《
定
の
側

的
の
わ
く
に
は
め
込
ま
れ
る
の
で
す
か

ら
ね
。
女
は
知
的
、
生
理
的
す
べ
て
に

男
子
に
劣
る
。
：
な
ん
て
、
劣
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
の
原
因
を
ぬ
き
に
し
て
す

ぐ
結
果
ば
か
り
い
う
論
理
が
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
か
。
美
し
い
催
眠
術
に
な
が

い
間
か
け
ら
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
の

で
す
三
女
の
人
が
目
覚
め
る
と
き
、

深
い
眠
り
か
ら
、
男
子
の
催
眠
術
か
ら

そ
し
て
、
自
己
に
対
す
る
催
眠
術
か

ら
覚
め
る
と
き
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
新
し
い
世
の
中
が
展
か
れ
て
く
る
で

し
ょ
う
、
時
代
の
力
、
私
ど
も
の
時
代

の
力
、
そ
れ
を
信
じ
ま
し
ょ
う
」
と
、
伊

藤
千
代
子
が
東
京
女
子
大
寄
宿
舎
か

ら
旧
友
・
五
味
よ
志
子
さ
ん
に
宛
て
た

手
紙
を
紹
介
し
、
社
会
主
義
研
究
会

幹
部
の
指
導
を
し
て
い
た
日
本
共
産

党
員
の
浅
野
晃
と
出
会
い
結
婚
。
そ

し
て
１
９
２
８
年
２
月
、
２
２
歳
で
日
本

共
産
党
に
入
党
、
中
央
事
務
局
で
文

書
連
絡
？
印
刷
物
の
整
理
の
任
務
に
つ

い
て
い
た
千
代
子
の
運
命
を
変
え
た
の

が
治
安
維
持
法
で
す
。

千
代
子
さ
ん
は
、
獄
中
か
ら
義
妹
に

「
こ
こ
で
は
ね
今
地
し
ば
り
の
花
さ
か

り
で
す
。
強
情
な
大
変
力
の
あ
る
面

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
渡
来
し
た

女
工
労
働
者
が
立
ち
上
が
っ
た
山

一
林
組
製
糸
工
場
一
大
同
盟
罷
業

（
ス
ト
ラ
イ
キ
）
・
そ
の
本
社
と
玄
関

の
守
衛
所
は
国
登
録
有
形
文
化
財

と
し
て
残
っ
て
い
ま
し
た
。
「
案
内
」

に
は
、
「
戦
前
の
製
紙
業
界
最
大
の

労
働
争
議
三
１
３
０
０
人
ほ
ど
の
参

加
者
は
工
女
が
大
半
」
と
書
か
れ
て

ダ
リ
ア

駁
後
に
、
斉
藤
さ
ん
は
、
侵
略
戦
争

反
対
、
自
由
と
民
主
、
王
義
に
た
っ
た

政
府
の
樹
立
、
人
権
を
守
る
国
を
目

指
し
、
行
動
し
た
「
時
代
の
証
言
者
ｌ

伊
藤
千
代
子
」
の
映
画
化
は
、
命
が
け

で
た
た
か
っ
て
き
た
日
本
共
産
党
の
１

０
０
周
年
と
重
ね
合
わ
せ
て
映
画
制

作
が
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
と
の
訴
え
に
、
参
加
者
ら
は
次

々
と
映
画
協
力
券
２
枚
、
５
枚
と
求

め
当
日
４
０
枚
を
普
及
。
そ
し
て
会
場

で
１
人
同
盟
に
人
会
。
後
日
さ
ら
に
１

人
の
入
会
の
申
し
出
が
あ
り
、
「
つ
ど
い

」
で
２
人
の
新
し
い
仲
間
を
向
か
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

て
い
る
た
め
、
「
天
竺
牡
丹
（
テ
ン
ジ

ク
ボ
タ
ン
）
」
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す

。
ダ
リ
ア
の
特
徴
は
、
花
色
、
花
形

が
豊
富
で
な
ん
と
３
万
種
以
上
も

あ
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

（
写
真
・
文
七
里
一
司
）

い
ま
し
た
。
千
代
子
は
そ
の
争
議
に

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

千
葉
か
ら
は
小
松
実
会
長
、
民
青

同
盟
県
委
員
長
吉
田
隆
寛
さ
ん
と

私
の
三
人
が
参
加
。
千
葉
で
は
５
０

カ
所
。
一
万
人
以
上
の
上
映
会
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
新
た
な
決
意
を

固
め
あ
う
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

向
い
花
で
す
よ
：
。
命
あ
る
も
の
は
、

み
ん
な
あ
ら
ん
限
り
生
き
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
ね
生
き
よ
う
と
す
る
か

ら
こ
そ
、
そ
の
大
切
な
命
を
投
げ
出

す
の
で
す
ね
」
と
し
た
た
め
た
手
紙
も

紹
介
し
、
獄
中
で
精
神
を
病
み
２
４
歳

で
獄
中
死
し
た
「
伊
藤
千
代
子
の
時

代
」
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
い
う
視

点
か
ら
語
ら
れ
た
講
演
に
大
き
な
拍

手
１
大
好
評
で
し
た
。

「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

映
画
成
功
へ’

｣
－6－－7
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日
本
国
民
救
援
会
千
葉
県
本
部

会
長
の
鷲
尾
清
さ
ん
に
、
本
紙
へ
の

寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
快
く
承

諾
し
て
い
た
だ
き
、
つ
ぎ
に
紹
介
す

る
「
父
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
亡
く
な

っ
た
」
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
の
戦
争
は
「
日
本
の
資
本
が
安

い
賃
金
で
安
い
製
品
を
つ
く
り
、
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
売
り
込
み
、
そ

の
あ
と
押
し
を
軍
隊
が
や
っ
た
。
日

本
の
た
め
で
も
聖
戦
で
も
な
ん
で
も

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
国

民
や
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
が
殺
さ
れ
た

ん
だ
」
と
学
習
の
な
か
で
私
は
知
っ

た
。
そ
し
て
世
の
中
の
仕
組
み
、
経

済
と
社
会
の
発
展
の
法
則
、
も
の
の

見
方
や
考
え
方
（
唯
物
弁
証
法
）
な

ど
を
学
ん
だ
。
「
そ
う
か
、
世
の
中
は

変
え
ら
れ
る
ん
だ
。
誰
も
が
幸
せ
に

な
る
よ
う
に
：
．
」
・
私
は
今
日
も
ま

た
み
ん
な
で
学
習
が
で
き
る
と
思
う

と
、
毎
朝
会
社
へ
行
く
の
が
楽
し
く

て
思
わ
ず
ス
キ
ッ
プ
を
ふ
み
な
が
ら

通
勤
し
た
。

昭
和
１
９
年
５
月
５
日
、
我
が
家

で
は
、
私
の
３
歳
の
節
句
を
祝
っ
て

楽
し
く
和
や
か
な
時
間
が
経
過
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
の
夕

方
、
区
役
所
の
職
員
が
一
通
の
手

紙
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
臨
時
召
集
令
状
」
と
書
か
れ
た

「
赤
紙
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
一

週
間
後
、
父
は
町
内
の
人
が
手
に
し

た
日
の
丸
の
小
旗
に
送
ら
れ
て
、

日
本
共
産
党
と
と
も
に

私
の
五
十
年
史

父
は
、
シ
ベ
ヅ
ア
抑
留
で

亡
く
な
っ
た

が

鱗
一
一

心配騨写心

守宅､争
麥， 侭
。'迫

日
本
国
民
救
援
会

千
葉
県
本
部
会
長

鷲
尾
清

流
山
市

吉
野
幸
子

へ

3
ー

ソ
連
は
、
武
装
解
除
し
た
日
本
兵
の
家
庭
へ
の
復
帰

を
保
証
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
反
し
、
厳
寒
の
シ
ベ
リ

ア
で
苛
烈
な
労
働
を
強
要
し
た
。

「
柏
の
連
隊
」
に
３
５
歳
の
補
充
兵
と

し
て
入
隊
し
ま
し
た
。

昭
和
２
０
年
８
月
戦
争
が
終
結
し
、

父
は
当
時
の
満
州
〃
新
京
″
（
長

春
）
か
ら
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
し
て
「
シ

ベ
リ
ア
」
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
戦
友
の

手
紙
に
よ
れ
ば
、
「
元
気
な
者
は
徒

歩
で
移
動
し
た
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

元
気
だ
っ
た
父
は
、
そ
の
年
の
１
２

月
３
１
日
死
亡
（
ソ
連
が
崩
壊
し
た

２
０
０
４
年
に
公
開
さ
れ
た
抑
留
者

名
簿
に
よ
っ
て
判
明
Ⅱ
厚
労
省
）
し

た
と
の
通
知
が
改
め
て
届
き
ま
し
た
。

翌
四
七
年
は
私
の
一
生
で
一
番

大
切
な
年
に
な
っ
た
。
命
を
か
け
て

も
戦
争
に
反
対
す
る
日
本
共
産
党

員
が
も
っ
と
も
っ
と
多
く
て
監
獄
に

入
れ
よ
う
に
も
入
り
き
れ
な
い
程

に
な
っ
て
、
日
本
中
に
「
戦
争
反

対
！
」
の
声
を
と
ど
ろ
か
せ
た
ら
、

あ
ん
な
ひ
ど
い
戦
争
は
も
う
お
こ
せ

な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ま
ず
私
が

共
産
党
員
に
な
ろ
う
！
・
こ
の
年
十

二
月
二
十
五
日
、
私
は
入
党
し
た
。

翌
四
八
年
元
日
の
日
記
に
私
は
こ

う
書
い
て
い
る
。
「
今
年
は
う
ん
と

忙
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
に
忙

し
く
て
も
私
は
決
し
て
く
じ
け
は
し

な
い
。
私
の
中
に
は
ど
ん
な
事
に
も

負
け
な
い
強
い
す
じ
金
が
通
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
。
去
年
よ
り
い
っ
そ
う

闘
争
は
激
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
そ
の
闘
い
は
必
ず
私
た
ち

の
勝
利
な
の
だ
：
・
・
今
年
は
も
う

決
し
て
迷
う
事
は
な
い
だ
ろ
う
。
私

の
進
む
道
は
た
だ
一
す
じ
な
の
だ
か

ら
」
・
こ
れ
は
二
十
二
歳
の
若
い
私

だ
。
あ
れ
か
ら
五
十
三
年
間
。
本
当

に
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
っ
た
が
、
あ
の

日
記
に
記
し
た
気
持
ち
は
変
わ
ら

ず
貫
く
こ
と
が
で
き
た
。

「
お
と
う
さ
ん
は
ソ
連
Ⅱ
共
産
党

に
殺
さ
れ
た
」
と
い
い
続
け
た
母

が
、
「
唯
一
戦
争
に
反
対
し
た
政

党
」
日
本
共
産
党
を
知
っ
て
共
産

党
支
持
に

最
初
に
「
死
亡
通
知
」
が
来
た
の

は
昭
和
２
１
年
で
日
に
ち
が
暖
昧

だ
っ
た
の
で
、
母
は
父
の
命
日
を

「
春
の
彼
岸
の
中
日
」
に
す
る
の
と

同
時
に
「
お
と
う
さ
ん
は
ソ
連
Ⅱ

共
産
党
に
殺
さ
れ
た
」
と
言
い
続

け
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
１
９
６
４
年
の
「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
境
に
、
私
が
働
い
て

い
た
職
場
で
も
合
理
化
が
進
み
、
労

働
組
合
を
作
っ
た
私
た
ち
に
対
し
て

大
量
首
切
り
が
強
行
さ
れ
ま
し
た

。
私
は
多
く
の
労
組
に
支
援
を
訴
え

る
な
か
で
、
日
本
共
産
党
が
、
当
時

の
政
党
の
中
で
『
唯
一
戦
争
に
反
対

し
た
政
党
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
母
に
も
伝
え

る
と
、
母
も
日
本
共
産
党
を
支
持

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
争
議
解
決
後
成
田
に
転
勤

四
九
年
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
の
占

領
政
策
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
反
共

攻
撃
が
激
し
く
な
り
、
そ
れ
を
反

映
し
て
労
働
組
合
の
中
に
も
「
民
主

化
同
盟
」
と
か
「
刷
新
同
盟
」
と
か
の

名
で
日
本
共
産
党
員
の
排
除
が
始

ま
っ
た
。
わ
が
中
教
分
会
で
も
、
「
政

党
に
支
配
さ
れ
な
い
組
合
」
と
い
う

ふ
れ
込
み
で
「
従
業
員
組
合
」
が
つ

く
ら
れ
、
組
合
は
分
裂
し
た
。
私
は

驚
い
た
！
・
私
た
ち
こ
そ
「
労
働
者

の
代
表
だ
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
そ

れ
は
思
い
あ
が
り
だ
っ
た
の
か
。
「
わ

れ
わ
れ
こ
そ
は
」
と
肩
で
風
を
切
っ

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

組
合
員
獲
得
の
宣
伝
合
戦
が
激
し

く
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
占
領
軍
総
司

令
部
の
軍
政
部
か
ら
分
会
派
の
執

行
委
員
に
呼
び
出
し
が
あ
り
、
私

も
軍
政
部
へ
行
っ
た
。
そ
こ
で
「
民
主

主
義
は
少
数
は
多
数
に
し
た
が
う
べ

き
だ
」
と
言
わ
れ
、
占
領
軍
の
命
令

で
私
た
ち
は
「
従
業
員
組
合
員
」
に

さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
年
末
の
「
年

越
闘
争
」
の
闘
争
委
員
に
は
ほ
と
ん

ど
「
分
会
派
」
の
私
た
ち
が
選
ば
れ

た
。
会
社
と
の
交
渉
が
こ
じ
れ
、
組

合
大
会
で
「
ス
ト
ラ
イ
キ
！
」
の
声
に

し
、
し
ば
ら
く
し
て
１
９
８
４
年
に

「
成
田
に
国
民
救
援
会
を
結
成
」
す

る
事
に
な
り
、
私
は
事
務
局
長
に

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
救
援

会
」
は
、
人
権
と
民
主
主
義
を
守
る

活
動
に
尽
力
し
た
先
人
を
顕
彰
す

る
運
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
し
り
、
千
葉
県
の
顕
彰
碑
二
房
総

の
い
し
ず
え
」
建
設
運
動
に
も
関
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
千
葉
県
に

は
、
渡
辺
政
之
助
や
飯
島
喜
美
な

ど
戦
前
の
弾
圧
犠
牲
者
も
顕
彰
さ

れ
て
い
ま
す
。

戦
前
、
権
力
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ

た
伊
藤
千
代
子
の
映
画
、
県
内
５

０
カ
所
目
標
に
向
け
て
努
力

そ
し
て
今
、
同
時
代
に
活
動
し
、

権
力
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
た
伊
藤

千
代
子
の
生
涯
を
映
画
化
す
る
運

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
映
画
は
来
春

（
２
０
２
２
年
）
完
成
予
定
で
す
。
私

も
実
行
委
員
の
一
員
と
し
て
「
上
映

会
を
県
内
５
０
カ
所
」
の
目
標
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

お
さ
れ
、
経
験
の
浅
い
私
た
ち
は
情

勢
判
断
も
十
分
で
き
な
い
ま
ま
ス
ト

ラ
イ
キ
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
。
も

う
上
層
部
組
合
の
指
導
も
応
援
も

得
ら
れ
ず
、
み
じ
め
に
負
け
た
。
闘

争
委
員
は
全
員
解
雇
と
な
っ
た
。

「
団
体
等
規
制
令
」
で
千
代
田
区

役
所
に
「
共
産
党
細
胞
員
」
と
登
録

し
て
い
る
私
。
お
ま
け
に
ス
ト
ラ
イ

キ
を
指
導
し
た
と
し
て
ク
ピ
に
な
っ

た
私
は
、
も
う
経
営
の
中
で
の
活
動

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ

れ
な
ら
地
域
で
活
動
し
よ
う
。
地

域
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
中
で
活
動

す
る
武
器
に
栄
養
士
の
資
格
を
取

ろ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
高
等
小
学

校
し
か
出
て
い
な
い
私
は
、
そ
の
前

に
高
校
卒
の
資
格
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
ろ
病
気
療
養

中
だ
っ
た
吉
野
一
男
を
先
生
に
通

信
教
育
で
勉
強
し
た
。
五
一
年
、
そ

の
先
生
と
結
婚
し
た
私
は
、
長
女
を

出
産
し
た
あ
と
の
五
四
年
、
や
っ
と

晴
れ
て
念
願
か
な
っ
て
栄
養
士
の
資

格
を
取
っ
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

－9－ －8－
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’２
０
１
７
年
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
時

ブ
ハ
ラ
州
の
州
都
で
古
代
か
ら
栄
え

た
オ
ア
シ
ス
都
市
・
ブ
ハ
ラ
を
訪
ね
、

ブ
ハ
ラ
で
最
も
古
い
建
造
物
・
ア
ル
ク

城
を
見
ま
し
た
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ブ
ハ
ラ
の

ア
ル
ク
城

（
前
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き
）

五
○
年
、
党
中
央
が
分
裂
し
、
赤

旗
も
停
刊
に
な
り
、
ど
う
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
ず
不
安
な
毎
日
を
過
ご

し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
党
の
隊

列
か
ら
同
志
が
次
つ
ぎ
と
離
れ
て
い

っ
た
。
そ
ん
な
こ
ろ
の
あ
る
日
、
夫
が

半
分
ふ
ざ
け
た
よ
う
に
「
も
し
君
が

党
を
離
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
す
ぐ
離
婚
す
る
ぞ
」
と
言
っ
た
。

私
は
す
か
さ
ず
「
そ
の
言
葉
そ
っ
く

り
あ
ん
た
に
返
す
わ
。
あ
ん
た
が
日

和
っ
た
ら
私
の
方
か
ら
さ
よ
な
ら

よ
」
・
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
合
っ
て
笑

っ
た
。
お
互
い
に
は
げ
ま
し
あ
っ
て
こ

『
山
宣
と

だ
と
か
、
昔
の
歴
史
と
い
う
の
は
政
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
治
安
維

治
の
歴
史
の
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
ん
持
法
の
犠
牲
者
の
面
倒
を
見
る
と

治
安
維
持
法
』
》
勲
姪
謂
蠅
誌
臨
戦
鯛
峨
そ
う
い
う
活
動
を
さ
れ
た
方
で

（
２
）

本
で
す
。

ず
う
っ
と
山
宣
と
一
緒
で
あ
り
ま

し
て
、
山
宣
の
全
集
が
三
種
類
位
あ

浜
林
正
夫
安
田
徳
太
郎
さ
ん
は
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
昔
の
全
集
の
解

明
治
の
初
年
に
天
皇
が
東
京
に
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
の
説
を
書
い
て
お
ら
れ
て
、
こ
の
解
説

移
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
、
京
都
の
人

面
倒
を
見
た
人
が
な
か
な
か
面
白
い
解
説
で
す
。
解

は
そ
れ
は
「
天
皇
の
夜
逃
げ
だ
」
と

説
と
い
う
か
ら
山
宣
の
こ
と
を
書
い

窮
郡
曜
譲
減
蕊
等
娘
趨
触
縦
達
鱗
灘
獣
畿
麗
鴎
酔

ん
の
多
年
さ
ん
の
弟
の
子
ど
も
、
つ
を
し
て
、
こ
れ
も
大
著
（
だ
い
ち
ょ
Ⅱ
て
し
ま
っ
て
避
妊
法
産
児
制
限
の
話

州
墾
鮮
趾
蕊
蔑
窯
鍾
筵
舞
蕊
窯
詰
雲
饗
融

知
の
方
も
多
い
ん
で
は
な
い
か
と
思
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
別

い
ま
す
が
ぉ
医
者
さ
ん
で
あ
り
ま
縦
歸
蕩
喋
諺
鵠
罐
鮭
篭
讓
禦
轆
帥
解

す
。戦
後
『
人
間
の
歴
史
』
と
い
う
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
と
い
う
か
、
お
知
識
で
書
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ

蠅
菫
師
脈
脳
脈
榊
萄
凹
珈
峰
眺
岫
卿
碓
蝋
騨
臓
脚
部
帥
恥
、
蝿
航
汕
鰍
輪
り
ま
す
。

史
』
と
い
う
本
を
覚
え
て
い
る
ん
で

「
天
皇
と
イ
エ
ス
と

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ま
で
私
た
ち
が

戦
時
中
に
教
わ
っ
て
き
た
歴
史
と
は

全
く
違
っ
て
、
人
間
の
あ
り
の
ま
ま

の
姿
を
描
く
と
言
い
ま
す
か
、
生
活
、

食
事
の
こ
と
だ
と
か
着
て
い
る
も
の

古
代
ブ
ハ
ラ
の
時
代
か
ら
２
０
世

紀
初
頭
ま
で
、
ブ
ハ
ラ
君
主
の
居
城

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ア
ル
ク
と
は

「
城
塞
」
を
意
味
す
る
と
聞
き
ま
し

た
。モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
襲
来
で
、
ア
ル
ク

城
は
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
８
世

紀
ブ
ハ
ラ
・
ハ
ー
ン
国
マ
ン
キ
ド
朝
時

代
に
現
在
の
城
に
近
い
も
の
が
建
造

の
時
期
を
の
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
っ
た
。

一
九
六
七
年
、
市
政
に
な
っ
て
初

め
て
の
流
山
市
議
会
選
挙
で
私
は

た
だ
一
人
の
日
本
共
産
党
議
員
と

し
て
当
選
し
た
。
以
来
二
期
、
三
期

は
続
け
て
ト
ッ
プ
当
選
し
た
。
そ
の

後
ｊ
衆
議
院
候
補
者
と
し
て
十
一

年
（
五
回
の
選
挙
）
の
二
十
三
年
間

は
特
に
党
活
動
の
先
頭
に
立
つ
喜

び
を
最
高
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
こ
れ
か

ら
も
明
る
い
未
来
へ
の
展
望
を
も
っ

て
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

さ
れ
ま
す
。

１
９
２
０
年
に
は
、
ソ
連
軍
の
攻
撃

で
ブ
ハ
ラ
・
ハ
ー
ン
国
は
滅
亡
、
城
は

ほ
ぼ
崩
壊
、
現
存
す
る
も
の
は
そ
の

後
改
装
さ
れ
た
ご
く
一
部
に
す
ぎ

な
い
と
の
こ
と
。
ア
ル
ク
城
を
裏
側

か
ら
見
る
と
、
破
壊
尽
く
さ
れ
た

現
場
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ク
城
の
堅
固
な
城
門
を
く
ぐ

る
と
暗
い
通
路
に
な
っ
て
い
て
、
両

側
は
囚
人
収
容
の
監
獄
で
し
た
。
王

座
の
間
で
は
、
背
中
を
向
け
る
と
不

敬
と
さ
れ
、
王
の
謁
見
を
う
け
た

ア
ル
ク
城

.ー嶬皇＝
諏写急酔雪轟々－3ざー

》
人
び
と
は
入
口
近
く
に
設
け
ら
れ

蕊
た
壁
の
と
こ
ろ
ま
で
あ
と
ず
さ
り
し

零
て
か
ら
退
出
し
た
そ
う
で
す
。
城
の

ざ
前
は
レ
ギ
ス
タ
ン
広
場
で
、
か
つ
て
は

蝋
公
開
処
刑
場
と
し
て
ハ
ー
ン
の
圧
制

霊
に
抵
抗
す
る
市
民
の
首
を
切
り
落

〉
〉
と
し
て
い
た
場
所
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

式
し
か
し
、
い
ま
は
市
民
の
憩
い
の
場

》
所
と
な
っ
て
い
て
、
多
く
の
市
民
が

詮
城
を
見
学
し
、
城
の
な
か
に
あ
る
士

↓
産
売
り
場
を
見
て
廻
っ
て
い
ま
し
た
。

『
野

（
写
真
・
文
七
里
一
司
）

亨

電膏、
一
・
ア
ル
ク
城
の
休
憩
所
で
く
つ
ろ
ぐ

特
に
内
村
鑑
三
の
有
名
な
不
敬
事

件
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
さ
っ

き
ビ
デ
オ
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

『
天
皇
と
イ
エ
ス
と
ど
っ
ち
が
え
ら
い

と
思
う
か
』
と
い
う
そ
う
い
う
質
問

を
す
る
ん
で
す
ね
、
天
皇
の
方
が
え

ら
い
と
言
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
ん

で
す
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
人
は
そ
う

い
う
こ
と
を
申
し
ま
せ
ん
。

内
村
鑑
三
は
、
一
高
い
ま
の
東
大

の
駒
場
の
教
育
学
部
で
す
が
、
天
皇

の
写
真
に
お
辞
儀
を
し
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
学
校
か
ら
追
放
さ

れ
る
。
こ
れ
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
せ
い

だ
と
い
う
こ
と
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
対

す
る
圧
迫
が
強
く
な
っ
て
く
る
、
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
で
す
。

山
本
家
は
、
父
の
亀
松
が
立
ち
直

っ
て
か
ら
は
大
変
商
売
に
熱
心
で
あ

り
ま
し
て
、
順
調
に
商
売
を
し
て
お

り
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

山
宣
は
宇
治
の

別
荘
の
バ
ラ
園
で
育
っ
た

」
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
た
ち

’
-10-
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（
前
・
ヘ
ー
ジ
の
つ
づ
き
）
の
で
、
写
真
を
こ
っ
そ
り
撮
っ
て
き
ま

山
本
宣
治
は
体
が
弱
か
っ
た
の
で
、
し
た
。
こ
こ
に
花
屋
敷
と
い
う
絵
葉

宇
治
の
平
等
院
の
所
に
別
荘
を
つ
書
が
あ
り
ま
す
。
お
回
し
し
ま
す
の

く
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
バ
ラ
園
の
園
で
ご
覧
下
さ
い
。
裏
を
見
ま
す
と
中

芸
を
や
っ
て
そ
こ
で
育
て
た
。
そ
の
華
料
理
だ
と
か
ス
テ
ー
キ
と
か
書
い

平
等
院
の
近
く
の
別
荘
は
現
在
「
花
て
あ
り
ま
す
が
そ
れ
は
料
亭
の
広

屋
敷
」
と
い
う
『
料
亭
』
兼
『
旅
館
』
に
告
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
裏
を
ご

な
っ
て
い
ま
し
て
、
こ
の
間
、
関
西
に
覧
頂
い
て
山
宣
の
書
斎
と
い
う
の
が

行
く
つ
い
で
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
解
説
に
は
山

ら
覗
い
て
来
ま
し
た
。
宣
が
生
ま
れ
た
家
と
書
い
て
あ
る
ん

昔
の
蔵
の
一
つ
に
小
さ
な
も
の
で
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
育
つ
た

す
が
山
宣
の
資
料
館
が
あ
り
ま
し
家
で
す
。

て
、
そ
こ
も
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
の
レ
ジ
ュ
メ
の
最
後
に
絵
を
入

蔵
書
が
主
で
、
新
聞
の
た
ぐ
い
と
い
れ
て
お
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
サ
イ
ン

ぅ
か
そ
う
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
を
見
ま
す
と
３
月
６
日
と
書
い
て
あ

そ
こ
で
写
真
を
撮
っ
て
も
い
い
か
ど
り
ま
す
の
で
、
殺
さ
れ
た
次
の
日
に

う
か
迷
っ
た
ん
で
す
が
、
大
丈
夫
だ
大
月
源
二
と
い
う
画
家
が
駆
け
つ

ろ
う
と
デ
ス
マ
ス
ク
が
あ
り
ま
し
た
け
て
、
他
に
も
う
一
人
ハ
る
ん
で
す

ま
す
の
で
、
殺
さ
れ
た
次
の
日
に

一
月
源
二
と
い
う
画
家
が
駆
け
っ

・
て
、
他
に
も
う
一
人
い
る
ん
で
す

魁

旬

、

司
り

坐念

が
、
ス
ケ
ッ
チ
を
い
た

》
繩
州
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

区
宣
た
そ
こ
に
貼
り
付
け
て

堯
嶮
胤
蝿
お
き
ま
し
た
。

灘
謡

宍
矧
郷
嬉
園
芸
の
仕
事
を
続
け
、

賑
諾
銚
》
将
来
は
園
芸
の
仕
事

く
作
難
い
で
身
を
た
て
よ
う
と

１
９
０
４
年
に
日
露
戦
争
が
始
ま

り
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
西
口
克
己
と
い

う
方
が
『
山
宣
』
と
い
う
こ
れ
は
小

説
風
に
書
い
て
あ
る
ん
で
す
。
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
し
て
、
か
な
り
事

実
に
忠
実
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
け

れ
ど
も
、
西
口
さ
ん
の
本
を
読
ん
で

い
ま
す
と
日
露
戦
争
の
時
に
山
宣

い
う
ふ
う
に
お
も
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
そ
の
頃
は
大
変
、
熱
心
に
教
会

に
通
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
し
て
、

１
９
０
６
年
と
言
い
ま
す
と
山
宣
１

８
歳
で
す
が
、
そ
の
頃
の
彼
の
日
記

が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
１
９
０
６

年
の
日
記
を
見
ま
す
と
毎
日
、
日

記
の
最
初
に
聖
書
の
中
の
言
葉
が

一
つ
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
か
な
り

熱
心
な
、
洗
礼
を
う
け
て
い
た
か
ど

う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り

熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
園

芸
の
勉
強
を
す
る
た
め
に
東
京
に

も
ち
ょ
っ
と
出
て
き
て
い
ま
す
。

山
宣
は
日
露
戦
争
に

反
対
だ
っ
た
と
推
測

は
お
父
さ
ん
に
向
か
っ
て
「
な
ん
で
こ

ん
な
戦
争
を
す
る
ん
だ
」
と
言
っ
て

食
っ
て
か
か
っ
た
と
い
う
話
が
書
い
て

あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
果
た
し
て

事
実
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
は
確
か
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
記
や

書
簡
な
ん
か
に
は
別
に
日
露
戦
争

反
対
と
は
書
い
て
な
い
ん
で
す
が
、

多
分
、
日
露
戦
争
に
反
対
だ
っ
た
だ

ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
推
測
を
致
し

ま
す
。
と
言
い
ま
す
の
は
そ
こ
に
は

書
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
『
万
（
よ
ろ

ず
）
朝
報
』
の
内
村
鑑
三
の
論
文
だ

と
か
、
或
い
は
『
平
民
新
聞
』
だ
と
か

そ
う
い
う
も
の
を
読
ん
で
お
り
ま
す
。

内
村
鑑
三
と
い
う
の
は
ご
承
知
の

と
お
り
日
露
戦
争
に
反
対
を
し
て

ま
し
て
『
万
朝
報
』
が
だ
ん
だ
ん
戦

争
賛
成
論
の
方
に
行
く
の
に
反
対

し
て
こ
の
新
聞
社
を
止
め
た
人
で
あ

り
ま
す
。
ず
う
っ
と
戦
争
批
判
を
し

て
い
た
人
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
も
の
を
読
ん
で
い
れ
ば
、
当
然

と
い
う
か
日
露
戦
争
に
は
反
対
だ
っ

た
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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